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堀場エステック

福知山市に新工場
24年7月着工ヘ

ん
で
い
る
他 、

駐
車
場
の
収

容
台
数
や
利
用
者
の
動
線
に

課
題
が
あ
る
た
め 、

駐
車
場

の
拡
充 、

自
動
二
輪
車
用
犀

根
付
き
駐
輪
場
の
新
設 、

農

産
物
直
売
所
の
移
設 、

従
業

員
用
ス
ペ
ー

ス
の
改
善 、

授

乳
室
や
キ
ッ

ズ
エ
リ
ア
の
新

設
な
ど
を
検
討
し
て
い
る 。

再
整
備
計
画
策
定
業
務
は

東
京
ア
ー

キ
テ
ク
ツ
ア
ン
ド

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
（
東
京
都
渋

谷
区）
が
担
当 。

工
事
は 、
25
年
1
月
か
ら

施
設
の
大
規
模
改
修
や
増
築

オ
ー

プ
ン
か
ら
26
年
を
経

過
し 、

施
設
の
老
朽
化
が
進
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打

六
甲
全
山
縦
走
路
整
備
プ
ロ
ポ

戸
i

都
i

賀
i

良
i

山
i

遠
滋
養
堕

庁・
民
間

事
情
報
を
掲
載

な
ど
を
実
施
し 、

同
年
10
月

の
完
了
を
予
定
し
て
い
る 。

道
の
駅
あ
お
が
き
は
9
8

3
0
平
方
店
の
敷
地
に 、

農

産
物
直
販
加
工
施
設 、

丹
波

布
伝
承
館 、

道
路
情
報
提
供

施
設 、

農
産
物
直
売
所 、

イ

-i-
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【
京
都】
堀
場
エ
ス
テ
ッ

建
設
の
準
備
を
進
め
て
い

約
1
万
平
方
認
の
生
産
エ
リ

ク
（
京
都
市
南
区
上
烏
羽
鉾

る 。

投
資
額
は
約
1
7
0
億

ア
を
竪
備
し 、

長
期
的
な
半

立
町
11
ノ
5)
は 、
2
0
2

円 。

導
体
の
需
要
拡
大
に
対
応
す

4
年
7
月
の
着
工
に
向
け
て

施
工
者
は
未
定
だ●

る 。
26
年
1
月
の
竣
工
を
目

京
都
府
福
知
山
市
に
新
工
場

規
模
は
鉄
骨一
部
鉄
骨
鉄

指
す 。

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
設
地
は
京
都
府
福
知
山

造
2
階
建
て
延
べ

市
三
和
町
み
わ
エ
コ
ー
ト
ピ

2
万
3
2
9
2
平

ア
4
ノ
1
で 、

敷
地
面
積
は

方
認 。
生
産
品
目

3
万
6
0

1
1
平
方
認 。

研

ジ
は
マ
ス
フ
ロ
ー

コ

究
開
発
拠
点
の
京
都
福
知
山

メ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ト

(
M
F
C) 、
薬
液

(
25
年
4
月
竣
工
予
定）
に

ィ成碑
濃
度
モ
ニ
タ
ー 、

隣
接
す
る
利
点
を
生
か
し 、

場
プ
リ
ン
ト

基
板
な

既
存
製
品
の
性
能
改
善
や
新

ど 。
M
F
C
自
動

製
品
の
開
発
サ
イ
ク
ル
加
速

H
 化

生
産
ラ
イ
ン
や

の
促
進
を
図
る 。

工
程
間
を
つ
な
ぐ

設
計
は
類
設
計
室
（
大
阪

搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

な

市
淀
川
区
四
中
島
4
ノ
3
ノ，

ど
の
最
新
設
備
と

2)

が
担
当 。

丹波市

冒i言］ i
]這塁手胄戸阻 ＄m.11 全

門！］『凸

ベ
ン
ト

広
場 、

ト
イ
レ 、
57

台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
が
あ

る 。
所
在
地
は
青
垣
町
西
芦

田
5
4
0 。

神
戸
市
造
協
を
特
定

区）

を
委
託
予
定
者
に
特
定

し
た 。

契
約
額
は
1
9
9
7

万
6
0
0
0
円（
税
込
み） 。

六
甲
山
の
登
山
者
か
ら
の

「
駅
か
ら
登
山
道
に
向
か
う

方
向
が
分
か
り
に
く
い」

「
階
段
の
登
り
場
所
に
ロ
ー

プ
を
設
障
し
て
ほ
し
い」
と

年
明
け
に
も
設
計
発
注

道
の
駅
あ
お
が
き
再
整
備

【大津市】
[>（株）山庄（大津市大江5 -25-23)①（株）中

谷組（大津市大江5 -25-13)④大津市大江
6丁目字水浦308、 309-2、 309-5 、 321、 322

-52 、 339- 1 の各一部、 305- 4 、 306-
1 、 307-1 、 340-1 、 341- 1⑤6667. 56nf 
⑥一戸建て住宅（分譲）_ (31) 

い
っ

た
意
見
を
参
考
に
登
山

道
竪
備
を
行
う 。

主
な
業
務
内
容
は 、

現
地

調
査 、
堅
備
計
画 、

実
施
設

計 、

施
工
な
ど 。

委
託
期
間

は
2
0
2
4
年
3
月
22
日
ま

で 。
六
甲
山
の
登
山
道
は
全

27
コ
ー

ス
あ
り 、

総
延
長
は

約
1
7
5キロ。

神
戸
市
は 、
も
っ
と
登
山

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め 、

本
年
度
に
神
戸
登
山
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た 。

今

回
の
事
業
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の一
環
と
し
て
六
甲
全
山
縦

走
路
の
施
設
を
改
修
し 、
ハ

イ
カ
ー

の
安
全
性 、

快
適
性

の
向
上
を
図
る 。

大
造
協・
大
阪
市
造
協
が
合
同
研
修
会

「
地
元
企
業
に
活
躍
の
場
を」

大
阪
造
園
業
協
会
（
矢
野

墜口
会
長）

と
大
阪
市
造
園

業
協
会
（
住
友
達
也
会
長）

は
8
日 、
2
0
2
3
年
度
合

同
研
修
会
を
大
阪
市
中
央
区

内
で
開
き 、
あ
い
さ
つ
の
中

で
矢
野
会
長
11

写
真
11

は 、

2
0
2
5
年
大
阪
•

関
西
万

博
の
成
功
に
向
け
て、

会
場

整
備
に
地
元
造
園
企
業
を
槙

駆
的
に
活
用
す
る
よ
う
主
催

者
側
に
要
望
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た 。

万
博
開
幕
ま
で
5
0
0
日

を
切
っ

た
中
で
矢
野
会
長

は 、

会
場
の
造
園
工
事
に
関

連
し
て
「
主
催
者
側
か
ら
な

か
な
か
情
報
が
得
ら
れ
な

い」
と
し
た
上
で 、

「
（
造

園
を
含
む）

場
内
の
全
て
の

工
事
が 、
25
年
初
め
に
は
完

＇
冒
員
い口
i-

N
T
T
都
市
開
発
（
東
京

都
千
代
田
区）
は 、
2
月
に

一
着
工
し
た
新
港
突
堤
西
地
区

の
神
戸
ア
リ
ー

ナ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
つ
い
て、

建
築
物
省

エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
表
示
制
度

(
B
E
L
S)

で
墨
閥
評
価

を
獲
得
し
た
他 、
N
E
B

支
援
ア。
フ
リ
を
開
発

自
走
式
破
砕
機
の
メ
ン
テ
な
ど

日
エ
（
兵
庫
県
明
石
市
大

る 。

販
売
し
た
機
械
の
安
定

久
保
町
江
井
島
1
0

1
3
ノ

稼
働 、

効
率
稼
働
を
サ
ポ
ー

1)
は 、

自
走
式
破
砕
機
の

卜
す
る
た
め
に
ア
プ
リ
を
開

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報
提
供
お

発
し
た 。｀

よ
び
技
術
支
援
ア
プ
リ
「
N

同
ア
プ
リ
に
は 、

映
像
マ

M
I

L
I
N
K」
を
開
発
し

ニ
ュ
ア
ル 、
資
料
フ
ァ

イ
ル 、

た
11

写
真 。
11
月
に
提
供
を

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン

開
始
し
て
い
る 。

グ 、

機
体
管
理
の
4
機
能
が

同
社
で
は 、
2
0,

1
8
年

備
わ
っ

て
お
り 、
い
つ
で
も 、

か
ら
ド

イ
ツ
k
L
E
E
M
A

ど
こ
で
も 、
分
か
り
や
す
く 、

N
N
社
製
自
走
式
破
砕
機
を

ス
ピ
ー

デ
ィ
ー

に
メ
ン
テ
ナ

販
売
し
て
お
り 、

納
入
台
数

ン
ス
作
業
が
行
え
る 。

は
1
7
0
台
を
突
破
し
て
い

ま
た 、

ア
プ
リ

上
で
保
存

必
咲
捻
咲
稔
淡55
葵:;:;:;:
蒻
各
蒻
姦5
2
咲
葵
咲5
捻"55
捻
殺8"5
蕊
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径
捻＂i
殺
唸
弱
稔””rr
咲”rr
心
唸
心
味
葵
各
裕”
E5
徳
名
神
羽
蒻
心
徳
弱
唸
弱
な
活
苺
捻
弱
徳
名
姿
唸
羽�

R
e
a
d
y
の
認
証
を
取
得

備
で
は 、

全
熱
交
換
器
の
導

し
た 。

入
や
C
O2
濃
度
セ
ン
サ
ー

建
築
技
術
で
は 、
＞
字
の

に
よ
る
外
気
導
入
量
制
御 、

屋
根
形
状
に
よ
り
ア
リ
ー

ナ

空
調
設
備
の
イ
ン
バ
ー

タ
制

内
部
の
気
積
を
縮
小
し 、
空

御
な
ど
に
よ
り 、
基
準一
次

調
負
荷
を
低
減 。

ア
リ
ー

ナ

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
か
ら
約

外
周
に
緩
衝
地
帯
を
設
け
て

52
％
の
削
減
を
達
成
し
た 。

1

外
皮
負
荷
を
軽
減
し
た 。
設

同
施
設
は
2
0
2
5
年
2

A

月
の
完
成
に
向
け
て
施
工

中。
規
模
は
鉄
骨
お
よ
び
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
7

階
建
て
延
べ
約
3
万
2
3
0

0
平
方
認 。

収
容
人
員
は
約

1
万
人 。

建
設
地
は
神
戸
市

中
央
区
新
港
町
1
3
0
ノ
ー

他 。

敷
地
面
積
は
2

万
3
7

0
0
平
方
訳 。
設
計・
施
工
は

大
林
組
が
担
当
し
て
い
る 。

NTT都市開発

神戸翌を認証
ZEB Ready 

神戸アリ ーナ外観イメ ー ジ

詣昏

了
し
て
い
な
け
れ
ば
ら
な

博
覧
会（
花
の
万
博）
で
は 、

い 。

今
後 、

わ
れ
わ
れ
に
関

わ
れ
わ
れ
地
元
造
園
業
者
も

係
す
る
造
園
工
事
が
ど
の
よ

大
い
に
力
を
発
揮
し 、
大
成

う
に
発
注
さ
れ
る
の
か 、

非

功
し
た」
と
述
べ
る
と
と
も

常
に
不
安
が
あ
る」
と
指
摘

に 、
今
回
の
万
博
の
テ
ー

マ

し
た 。

で
あ
る ＂
い
の
ち
輝
く
未
来
＇

さ
ら
に 、
「
前
回 、
1
9
7

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
II

の
実
現

0
年
の
大
阪
万
博
や 、
90
年

に
向
け
て、
引
き
続
き
地
元

大
阪
電
気
通
信
大
学
は 、

に
開
か
れ
た
国
際
花
と
緑
の

造
園
企
業
の
活
躍
の
場
を
求`

12
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

ヽ

さ
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
履
歴

や
ト

ラ
ブ
ル
対
応
履
歴
が
全

サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ

フ
に
共
有

さ
れ
る
こ
と
で 、

サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
が
可
能
と

な

り 、
安
全
か
つ
迅
速
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
実
現

で
き
る
と
い
う 。

‘

日 工

B

I

M

講
座
を

ォ
ン
ラ
イ
ン

開
講

大
阪
電
気
逼
信
大
学

め
て
い
く
考
え
を
示
し
た 。

研
修
会
で
は 、

中
国
琵
琶

奏
者
の
葉
衛
陽
氏
と
揚
琴
奏

者
の
付
虹
氏
を
講
師
に
迎

え 、

「
中
国
琵
琵
・

揚
琴
演

奏
の
す
べ
て」
と
題
す
る
講

演
と
演
奏
を
聴
い
た 。

◇
建
築
設
備
技
術
者
協
会
近

畿
支
部 、
空
気
調
和
・

衛
生

H
学
会
近
畿
支
部 、
電
気
設

備
学
会
関
酉
支
部

1
2
0
2

4
年
1
月
5
日
午
後
5
時
30

分
か
ら
3
団
体
新
年
交
礼

会 。

会
場
は
ガ
ー

デ
ン
シ
テ

ィ
ク
ラ
ブ
大
阪「
オ
リ
オ
ン」

（
大
阪
市
北
区）

(
1
9:
')
 

■
第
18
回
国
際
技
術
動
向
報
告
会
（
大
阪）

2
0
2

4
年
1

月
5
日
／
空
気
調
和
・

衛
生
H
学
会
近
畿
支
部

23
年
A
S
H
R
A
E
冬
季
大
会
（
ア
ト

ラ
ン
タ）
視

‘
察
報
告
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
建
物
や
施
設
の
視
察
報
告 。

講
師
は
大
会
団
長
の
近
本
智
行・
立
命
館
大
学
教
授
ら 。

午
後
1
時
開
始 。

会
場
は
ハ
ー
ビ
ス
P
L
A
Z
A
5
階

貸
会
議
室
8
.
9
.

10
号
室
（
大
阪
市
北
区）

。

定
員

60
人 。

参
加
費
無
料 。

問
い
合
わ
せ
先
は
近
畿
支
部

電
話
0
6
(
6
6
1
2)
8
8
5
7

社
会
人
を
対
象
と
し
た
「
B

I
M
ハ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の

構
築
に
よ
る
就
業
者
の
B

I
M
講
座」
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
講
す
る 。

受
講
料
は
無

料 。文
部
科
学
省
の
補
助
金
事

業
「
成
長
分
野
に
お
け
る
即

戦
力
人
材
輩
出
に
向
け
た
リ

カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
事
業」

の一
環
と
し
て
実
施
し
て
お

り 、

全
コ
マ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

授
業
の
た
め
社
会
人
で
も
受

講
が
し
や
す
い 。

B
I

M
実
習
で
は 、

受
講

者
の
パ
ソ
コ
ン
で
B
I

M
ソ

フ
ト

を
操
作
し
な
が
ら
数
量

や
コ
ス
ト

の
算
出 、

熱
流
体

解
析
や
構
造
解
析 、

音
・

光

の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
な
ど

の
基
碑
的
操
作
方
法
を
習
得

す
る 。
I
C
T
建
築
設
計
生

産
論
で
は 、
B
I

M
関
連
ソ

フ
ト

に
よ
り 、

構
造
計
算
や

熱
負
荷
計
算
を一
連
の
流
れ

で
作
業
し 、
B
I

M
の
メ
リ

ッ
ト

を
体
感
で
き
る 。

naoko
長方形

naoko
長方形


